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(5) フエロセンを長鎖アルキル基を介して 3 位に結合させたピロールと 3 -アノレキルピロールとのラング
ミュアープロジェット混合単分子膜が形成可能である乙とを明らかにしている。
以上の結果は，高分子鎖上への電気化学活性置換基の新しい導入法を創出するとともに，得られた電気
化学活性ポリマーの性質と機能を解明し，材料としての応用に関する多くの知見を明らかにしたもので，
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高分子化学，電気化学，材料化学の発展に寄与するととろが大きい。よって本論文は博士論文として価値
あるものと認める。
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